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光
業
界
、経
済
界
か
ら
の
期
待

日
本
商
工
会
議
所
観
光
委
員
会
共
同
委
員
長

日
本
観
光
振
興
協
会
中
部
支
部
長
　
　
　
　
　

須
田
　

寛

国
内
観
光
、国
際
観
光
は
両
輪

日
本
経
済
団
体
連
合
会

副
会
長
・
観
光
委
員
長
　

大
塚
　

陸
毅

観
光
関
連
産
業
の
成
長
促
進

日
本
政
府
観
光
局

（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）理
事
長
　

松
山
　

良
一

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
業
界
結
束
を

安
倍
首
相
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

安倍　晋三

内閣総理大臣
衆議院議員

全
国
旅
行
業
協
会
会
長

衆

議

院

議

員
　

二
階
　

俊
博

平
和
産
業
・
観
光
に
誇
り
を

観
光
庁
長
官
　

久
保
　

成
人

外
客

万
人
の
達
成
に
弾
み
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わ
が
国
が
高
い
レ
ベ
ル
の

観
光
立
国
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
観
光
関
係
者
が
一
丸

と
な
っ
て
日
本
の
魅
力
を
国

内
外
に
強
力
に
発
信
し
つ

つ
、
競
争
力
あ
る
観
光
地
域

づ
く
り
と
観
光
関
連
産
業
の

成
長
産
業
化
を
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
日
本
観
光
振

興
協
会
の「
旅
フ
ェ
ア
日
本
」

と
日
本
旅
行
業
協
会
の
「
Ｊ

Ａ
Ｔ
Ａ
旅
博
」
を
統
合
し

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ

ャ
パ
ン
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
観
光
庁
・
日
本
政
府

観
光
局
の
「
ビ
ジ
ッ
ト
ジ
ャ

パ
ン
ト
ラ
ベ
ル
マ
ー
ト
」
が

合
流
し
、
ア
ジ
ア
最
大
級
の

観
光
の
祭
典
が
実
現
し
た
こ

と
は
極
め
て
意
義
深
い
。
関

係
者
の
尽
力
に
心
か
ら
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
わ
が
国
は
昨
年
、
訪
日
外

国
人
旅
行
者
が
念
願
の
１
千

万
人
を
突
破
し
、
２
０
２
０

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
更

な
る
高
み
を
目
指
し
歩
み
始

め
ま
す
。
観
光
は
、
震
災
復

興
を
目
指
す
地
域
の
活
性
化

や
、
諸
外
国
と
の
友
好
に
寄

与
す
る
大
き
な
力
を
持
つ
。

今
回
の
大
同
団
結
は
、
全
観

光
関
係
者
が
結
集
し
て
そ
の

こ
と
を
世
に
示
す
第
一
歩
で

す
。
こ
れ
を
機
会
に
更
な
る

連
携
が
進
み
、
業
界
の
成
長

に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
強
く

祈
念
し
ま
す
。

　
国
内
外
の
旅
行
業
・
観
光

業
に
携
わ
る
皆
様
が
一
堂
に

会
し
、
世
界
最
大
級
の
旅
の

祭
典
と
し
て
「
ツ
ー
リ
ズ
ム

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
２
０
１

４
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

す
こ
と
に
心
よ
り
お
祝
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
観
光
は
、
宿
泊
、
交
通
、

飲
食
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
の

み
な
ら
ず
、
農
林
水
産
業
や

製
造
業
ま
で
経
済
波
及
効
果

が
及
ぶ
裾
野
の
広
い
も
の
で

あ
り
、
地
域
経
済
や
雇
用
へ

の
波
及
効
果
が
極
め
て
大
き

い
産
業
で
す
。
安
倍
内
閣
が

進
め
る
成
長
戦
略
の
重
要
な

柱
の
一
つ
が
観
光
立
国
の
推

進
で
あ
り
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
の
体
制
で
取
り
組
ん
だ
結

果
、
昨
年
は
史
上
初
め
て
、

訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
１
千

万
人
の
目
標
を
達
成
し
ま
し

た
。
こ
の
目
標
達
成
の
た
め

に
は
、
旅
行
業
・
観
光
業
の

皆
様
か
ら
も
多
大
な
御
協
力

を
頂
戴
し
て
お
り
、
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
は
、
訪
日
外
国
人
旅

行
者
数
２
千
万
人
の
高
み
を

め
ざ
し
、
６
月
に
「
観
光
立

国
実
現
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ

ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
１
４
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
を

速
や
か
に
実
行
に
移
し
て
い

く
と
と
も
に
、
地
方
の
方
々

の
意
見
な
ど
を
反
映
し
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
常
に
進
化
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
各
地
域
で
受
け
継
が
れ
て

き
た
産
業
、
文
化
、
伝
統
、

美
し
い
日
本
は
、
地
方
に
お

住
ま
い
の
皆
様
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

安
倍
内
閣
の
最
大
の
課
題
の

一
つ
が
元
気
で
豊
か
な
「
地

方
の
創
生
」
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
観
光
に
よ
っ
て
交

流
人
口
を
拡
大
す
る
こ
と
が

大
き
な
鍵
と
な
り
ま
す
。
北

海
道
や
沖
縄
で
は
、昨
年
夏
、

外
国
人
宿
泊
者
が
８
割
も
増

加
し
、
地
方
に
と
っ
て
も
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
が
到
来
し
て

い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
し

た
。
本
年
に
入
っ
て
も
、
６

月
の
富
岡
製
糸
場
の
世
界
文

化
遺
産
へ
の
登
録
決
定
は
早

速
、
富
岡
の
町
に
賑
わ
い
を

も
た
ら
し
て
お
り
、
ま
た
、

２
０
１
５
年
春
の
北
陸
新
幹

線
金
沢
開
業
及
び
２
０
１
６

年
春
の
北
海
道
新
幹
線
開
業

は
、
人
の
流
れ
を
大
き
く
変

え
、
新
た
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

創
出
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
次
々
と
生
ま
れ
る
新
た

な
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
し
つ

つ
、
観
光
立
国
を
進
め
、
活

力
に
満
ち
溢
れ
る
地
方
を
一

緒
に
創
り
上
げ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

　
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
４
」
並
び

に
同
時
開
催
さ
れ
る
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
商
談
会
「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ

Ｔ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ト
ラ
ベ
ル

マ
ー
ト
２
０
１
４
」
、
「
Ｖ

Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
　

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
マ
ー
ト
」
が
、
皆

様
に
と
っ
て
有
意
義
な
も
の

と
な
り
ま
す
よ
う
、
ま
た
ご

来
場
の
皆
様
の
益
々
の
ご
健

勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
日
本
観
光
振
興
協
会
に
よ

る
「
旅
フ
ェ
ア
日
本
」
と
日

本
旅
行
業
協
会
に
よ
る
「
Ｊ

Ａ
Ｔ
Ａ
旅
博
」が
統
合
さ
れ
、

両
協
会
の
主
催
に
よ
り
名
実

と
も
に
世
界
最
大
級
の
旅
の

祭
典
と
し
て
「
ツ
ー
リ
ズ
ム

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
２
０
１

４
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と

に
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
本
年
６
月
、
政
府
は
、
さ

ら
な
る
観
光
立
国
の
推
進
を

図
る
べ
く
「
観
光
立
国
実
現

に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
旅

の
総
合
イ
ベ
ン
ト
を
目
指
す

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ

ャ
パ
ン
」
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
は
、
誠
に
時
宜
を
得
た
取

り
組
み
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
関
係
の
皆
様
の
ご
尽
力

に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま

す
。

　
国
際
関
係
の
発
展
は
、
人

と
人
と
の
交
流
が
原
点
で

す
。
時
に
よ
っ
て
政
治
的
、

経
済
的
な
面
で
難
し
い
局
面

に
立
つ
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

観
光
を
通
じ
た
交
流
が
盛
ん

に
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
相
手
国
へ
の
関
心
と
理

解
が
深
ま
り
、
経
済
や
産
業

の
面
で
の
交
流
も
よ
り
活
性

化
さ
れ
、
国
同
士
の
さ
ら
な

る
発
展
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

出
来
る
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
「
観
光
は
平
和
産
業

で
あ
る
」
、
こ
の
誇
り
を
持

っ
て
対
応
し
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　
最
後
に
、
「
ツ
ー
リ
ズ
ム

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
」
が
、

日
本
の
観
光
産
業
の
躍
進
、

観
光
立
国
の
推
進
に
大
き
く

寄
与
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念

し
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た

し
ま
す
。

　
現
在
、
政
府
で
は
、
成
長

戦
略
の
柱
で
あ
る
観
光
立
国

実
現
に
向
け
た
施
策
を
官
民

一
体
と
な
っ
て
推
進
し
て
い

ま
す
が
、
昨
年
は
訪
日
外
国

人
旅
行
者
数
１
千
万
人
を
史

上
初
め
て
達
成
し
、さ
ら
に
、

２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大

会
と
い
う
好
機
を
捉
え
、
２

千
万
人
の
高
み
を
目
指
す
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
か
ら
新
た
に
「
ツ
ー

リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン

２
０
１
４
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
が
、
観
光
庁
及
び
日
本
政

府
観
光
局
で
は
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
商
談
会
で
あ
る
「
Ｖ
Ｉ

Ｓ
Ｉ
Ｔ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
　
ト

ラ
ベ
ル
マ
ー
ト
」
及
び
「
Ｖ

Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
　

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
マ
ー
ト
」
を
同
時

開
催
し
、
世
界
最
大
規
模
の

国
際
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ら
イ
ベ
ン
ト
開
催
期
間
で

あ
る
９
月

日
か
ら
９
月


日
ま
で
の
１
週
間
を
ジ
ャ
パ

ン
・
ト
ラ
ベ
ル
・
ウ
ィ
ー
ク

と
ネ
ー
ミ
ン
グ
し
、
国
内
外

で
の
認
知
度
向
上
を
図
り
、

イ
ベ
ン
ト
間
で
の
連
携
に
よ

り
開
催
効
果
を
高
め
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
正
に
官
民
一
体
と
な
っ
た

本
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
２
千
万
人
の

目
標
達
成
に
弾
み
を
つ
け
て

い
き
ま
す
。

　
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
創
立

周
年
で

あ
る
本
年
、
従
来
か
ら
行
っ

て
き
た
「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
　
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
　
ト
ラ
ベ
ル
マ
ー

ト
」
が
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
」
と
併
催
、

ま
た
、
「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
　
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
　
マ

ー
ト
」
も
加
わ
っ
た
形
で
、

世
界
最
大
規
模
の
観
光
関
連

行
事
と
な
っ
た
こ
と
は
、
ひ

じ
ょ
う
に
喜
ば
し
く
思
い
ま

す
。

　
ト
ラ
ベ
ル
マ
ー
ト
の
歴
史

を
た
ど
る
と
、
米
国
旅
行
業

界
が
実
施
し
て
い
た
「
パ
ウ

ワ
ウ
」
を
ヒ
ン
ト
に
、
海
外

の
有
力
旅
行
会
社
（
バ
イ
ヤ

ー
）
と
日
本
側
の
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
（
セ
ラ
ー
）
と
の
情
報

交
換
や
商
談
の
場
と
し
て
、

Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
が
発
案
し
、
１
９

９
６
年
の
旅
フ
ェ
ア
の
一
環

で
開
催
さ
れ
た
「
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
商
談
会
」
が
始
ま
り
で

す
。

　
そ
の
後
、
創
意
工
夫
を
重

ね
、
２
０
０
５
年
か
ら
は
国

の
事
業
で
あ
る
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｔ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
事
業
に
組
み
込

ま
れ
、
「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
　
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ト
ラ
ベ
ル
マ
ー

ト
」
と
し
て
さ
ら
に
規
模
を

拡
大
、
実
施
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
９
年
目
と
な
る
今
年
は
、

世
界

カ
国
・
地
域
か
ら
３

５
０
名
以
上
の
バ
イ
ヤ
ー
及

び
メ
デ
ィ
ア
が
参
集
さ
れ
、

４
０
０
社
以
上
の
セ
ラ
ー
と

個
別
の
商
談
を
行
っ
て
頂
き

ま
す
。

　
訪
日
外
客
数
が
昨
年
１
千

万
人
を
超
え
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
ジ
ャ
パ
ン
・
ト
ラ
ベ
ル

・
ウ
ィ
ー
ク
の
一
連
の
催
し

を
通
じ
、
２
０
２
０
年
に
向

け
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
業
界
が

さ
ら
に
結
束
を
深
め
、
盛
り

上
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
か
ら
日
本
観
光
振
興

協
会
の
「
旅
フ
ェ
ア
」
と
Ｊ

Ａ
Ｔ
Ａ
主
催
の
「
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ

旅
博
」
が
統
合
さ
れ
、
「
ツ

ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ

ン
」
と
し
て
、
世
界
最
大
級

の
旅
の
祭
典
に
発
展
し
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
「
旅
フ
ェ
ア
」

は
国
内
観
光
、
「
旅
博
」
は

国
際
観
光
を
重
点
に
開
か
れ

て
き
ま
し
た
。
国
内
・
国
際

両
観
光
は
、
「
観
光
立
国
」

推
進
の
い
わ
ば
車
の
両
輪
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
意
味
で
、

両
者
の
ま
と
ま
り
に
よ
る
大

き
い
効
果
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
両
イ

ベ
ン
ト
ご
と
に
別
々
に
、
ま

た
、
別
会
場
で
展
開
さ
れ
て

き
た
、
旅
の
「
見
本
市
」
的

な
観
光
を
楽
し
む
側
面
と
、

「
商
談
会
」
な
ど
の
経
済
活

動
、
さ
ら
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
な

ど
観
光
を
学
ぶ
た
め
の
さ
ま

ざ
ま
な
催
し
が
、
同
一
会
場

で
幅
広
く
展
開
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
観
光
を
楽
し
み
学
ぶ

絶
好
の
機
会
と
も
な
り
ま

す
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
首
都

圏
で
開
か
れ
ま
す
が
、
近
年

着
地
型
観
光
、
広
域
観
光
の

役
割
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と

を
考
え
る
と
、
今
後
地
方
で

の
開
催
も
期
待
し
た
い
と
思

い
ま
す
（
旅
フ
ェ
ア
に
は
既

に
地
方
開
催
の
例
が
あ
り
ま

す
）
。

　
そ
う
す
る
こ
と
で
発
地
・

着
地
一
体
と
な
っ
た
国
を
挙

げ
て
の
国
民
観
光
の
実
現
を

促
進
で
き
る
と
思
う
か
ら
で

す
。
新
イ
ベ
ン
ト
の
盛
会
と

今
後
の
発
展
に
向
か
っ
て
、

わ
れ
わ
れ
も
及
ば
ず
な
が
ら

努
力
す
る
所
存
で
す
。

http://www.tif.ne.jp/dc/
http://t-expo.jp/

